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地
域
の

準

え
を
訪
ね
|て

養 し た の 七 側 長 東 池 六

塔 西 が 木 番 大 谷 の 一 里 掛
が に 伐 が 地 池 一 十 里 十 川
在 移 採 明 に 三 の 字 塚 九 宿
り っ さ 治 あ 十 坪 路 は 丁 ま

供 少 つ 松 十 北 は 寺 大 十

の え 久 道 は 塚 し 定 六  至 官 見 門 樽 清 は 元 東 道 道 忠 の  諸 一
に 木 保 に 改 を 同 む 町 織 り 

｀
守 t)屋 右 山 0海 の 一 ｀命 慶 国 里｀L石

塚 め 築 じ ・ を 田 て 私 長 是 藤 衛 本 本 道 左 里 二 と 長 築 塚
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保 ぃ 長 か 江 慶 里 秀 て
｀
す 領 総

石 ょ 安 せ 戸 長 三 吉 塚 領
°
主 督

見 と に た 日 九 十 も を 内  沙 し
守 仰 塚

°
本 年 六 諸 築 に  汰 ｀

曇苫li秀『 讐肛ヮ皇董 塁翁久市町・中衛せめ諸大右植
讐絶E案 [層 房範馨軍 足震

保右年米仙門る 国`将大松
石 衛 寄 津 道 白

°
街 街 秀 将

郷
土
史
家
　
後
藤
喜
平

き

誤

り

承

り

「
え

の

き

」

た

と

い

う

。

今

一
つ

の

一
里

塚

異

聞

路

程

の
里

数

は
織

田
右

府

（
信

長

）

の
時

よ

り

三

十

六

町

を

以

っ

て

一
里

と

定

め

、

塚

を

築

か

せ

標

識

せ

ら

れ

、
豊
呈
臣

秀

吉

も

遵

行

し

、

徳

川
家

も

関

東

に

移

つ
て
同

じ
様

に

一
里

毎

に

塚

を

築

く

よ

う

に
慶

長

九

年

二

月

に
着

工

し

五

月

に
完

成

さ

せ

、

そ

の
上

に
樹

木

を
植

え

さ

す

と

い
う

。

其

の
時

、

松

の
本

を

植

え

よ

う

と

申

し
上

げ

た

と

こ
ろ

「
余

の
木

を

植

え

よ

」

と

仰

せ

あ

り

、

聞

き

違

え

て

「
え

の
き

」

を

植

え

た

と

い
う
。

し

か

し
、

そ

の
頃

は
街

道

の
駄

賃

銭

の
定

額

も

な

く

、

旅

行

者

難

苦

す

る

を

助

け

る
為

、

金

額

を
定

め

て
施

行

し

た

。

駕

子

は

一
里

十

六

文

、

馬

一
駄

四
十

貫

、
乗

懸

は

両
荷

二
十

貫

日

、

乗

主

十

人

貫

目
ま

で
合

わ

せ

て

四

十

貫

と

し

た

。

四

十

貫

と

勘

定

し

た

の
は
当

時

米

一
石

が

四

十

貫

で

あ

っ
た

の
を

基

礎

と

し

た

の

で

は

を

植

え

　

な
い
だ
ろ
う
か
。

又
私
按
ず
る
に
、
街
道
の
両
側

へ
松

を
植
え
た
の
は
旅
人
の
寒
暑
の
苦
労
を

凌
ぐ
た
め
、
え
の
き
を
植
え
た
の
は
旅

人
の
旅
費
の

一
部
駄
賃
の
計
算
に

一
里

塚
を
利
用
す
る
に
は
、
松
と
違
う
別
の

木

つ
ま
り

「余
の
木
」
を
植
え
さ
せ
た

の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

［編
集
後
記
］
　

早
い
も
の
で
今
年

度
最
後
の
第
五
だ
よ
り
と
な
り
ま

し
た
。
各
部
の
部
長
さ
ん
は
じ
め

部
員
全
員
の
協
力
を
得
て
、
何
と

か
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

∧
広
報
部
員
∨
　
杉
原
芳
夫
（七
日
町
）、

久
嶋
朗
夫
公
一瀬
川
）、
古
屋
　
直
父
上
屋

敷
）、
平
松
知
子
（秋
葉
路
）、
大
石
格
文

（秋
葉
通
り
）、
平
尾
鉄
馬
（鳥
居
町
）、

横
島
美
登
里
（橘
町
）、
服
部
　
保
（末
広

町
）、
高
鳥
　
博
（長
谷
）




